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「数学教育現代化」とは1950～1980年代にかけて世界の数学教育界を震撼さ
せ、小・中・高の教育課程、教員養成系大学・学部の数学教育研究に多くの論点
を与えた運動である。

この運動について、2023年度数学教育学会秋季例会、冬季研究会で下記の
ものが取り上げられたが、これを担当した1人である著者が「数学教育現代化」運
動が残した課題を整理し、本論でまとめ直して提案する。

秋季例会オーガナイズドセッション「数学教育現代化再考」では、
町田が 1 「数学教育現代化とは」、3 「数学教育現代化をどう引き継げばよい

か」を、白石和夫氏が 2 「数学教育現代化を見る合理的精神」を担当した。本
論では、この中から町田が担当したものを第1部、第2部として取り上げる。

冬季研究会では、「「新しい時代に対応する数学教育」ー「数学教育現代化」
を振り返って考えるー」を取り上げた。本論ではこれを第3部として再考する。



第1部 「数学教育現代化」再考
第1章 「数学教育現代化」 は、どのような時代背景の中で生まれたか
第2章 「数学教育現代化」は、米国の学校現場にどのように導入されたか
第3章 「数学教育現代化」、日本の学校現場で行われた教育

第2部 「数学教育現代化」運動が残したものを、どう引き継げばよいか
第1章 SMSG研究セミナーで議論されたもの
第2章 日本におけるポスト現代化
第3章 「現代化」が残したものを探す試み

第3部 「新しい時代に対応する数学」を目指す数学教育
ー「数学教育現代化」を振り返って考えるー

第1章 「現代化」運動を再び振り返る
第2章 社会の変容を「第1～5次産業革命」の視点から振り返る。



「数学教育現代化」の運動は、
英国から起こった工業化への産業革命を陰で支えた
「現代数学」が一応の達成を見たこの時期、その「精神」を

Modern Mathematics(現代数学)として、
一般市民へわかりやすく説明し、これから始まるであろう新たな科学技術革命に

対処する能力を育む意図をもって、数学者を中心に始まった教育改革であった。

まずは、「現代数学」の発祥の歴史を振り返る。（Wikipedia HP 他）

次に、1950年代から90年代にかけた「現代数学」という名を冠した書物をあげる。
2020年代では、この言葉を冠した数学書は目にしていない。

第1部 「数学教育現代化再考」

第1章 「数学教育現代化」 は、 どのような時代背景の中で生まれたか







1960年代70年代当時「現代(Modern）」をうたった数学、数学教育書

1960年7月27日 遠山 啓、⾧妻克亘、横地 清、石谷 茂共著
「算数・数学教育の現代化」、明治図書

1960年10月22日 石谷 茂、彌永昌吉、黒田孝郎、滝沢武久、遠山 啓、中谷太郎、
⾧妻克亘、宮本俊雄、横地清、「現代教育学9 数学と教育」、岩波書店

1960年10月25日 F.クライン著、遠山 啓、丸山哲郎、大平恒夫、池上一志 共訳
「高い立場からみた 初等数学 1～4巻」、東京図書

1961年 OECD “Synopses for modern secondary school mathematics”、OECD

1961年7月31日 彌永昌吉、小平邦彦共著 「現代数学概説 Ⅰ、Ⅱ」、岩波書店

1961年9月5日 バーコフ、マクレーン共著 奥川光太郎、辻 吉男共訳「現代代数学概論」、白水社

1962年10月 横地 清、菊池乙夫共著 「小、中学校における 関数の現代化」、明治図書

1966年2月15日 日本数学教育会編 「数学教育の現代化」、培風館



1968年前後数年 ニコライ ブルバキ著 前原昭二、銀林 浩、森 毅、小島 順、小針睍宏、
柴岡泰光、杉岡光夫、木下素夫、倉田令二朗、斎藤正彦、清水達雄、村田 全

「ブルバキ 数学原論 全33巻」、東京図書

1970年 Edna E. Kramer “The Nature and Growth of Modern Mathematics” ,   
Princeton University Press

1970年3月27日 Nicolas Burbaki 著、村田 全、清水達夫 共訳「ブルバキ 数学史」、
東京図書出版

1979年 志賀浩二 「現代数学への招待 ー多様体とは何かー」、岩波書店

1992年5月2日 S.マックレーン著、彌永昌吉監修 赤尾和男、岡本周一共訳
「数学ーその形式と機能」森北出版

1996年前後 現代数学への入門 10巻20冊、
現代数学への基礎 17巻34冊、
現代数学への展開 12巻24冊、 岩波書店



「数学教育現代化」運動の始まりは、米国と旧ソヴィエト連邦（ソ連）との冷戦の中
で、1957年10月4日、ソ連側からの人工衛星ソユーズ2号の打ち上げ成功に端を
発し、1950年代から1980年代にかけ米国から世界中に広がっていった教育改革
運動と言える。

1963年 Cambridge Conference on School Mathematics,
Goals for School Mathematics

報告から小学校での現代化の中身を挙げる。

A Probability and Statistics (大数の法則がある)
B Logarithms in Elementary Geometry (対数も扱う)
C The Instruction to Formal Geometry
D Exploration (探求)
E Elementary Modern Mathematics from the Advanced Stand-

point（高い立場からの現代数学を小学校から慣れさせる）



こうした流れの根底にあった動きが、当時フランスで起きた
ニコライ・ブルバキ派の構造主義的な数学の構成であったという。

日本で翻訳し出版された「ブルバキ数学原論 全33巻の構成」でその中身を
見ると、

最初の4巻が集合論から始まり、
代数が7巻、位相が6巻、、、と続き、多様体要約で終わる。

第1巻の代数を見ると、
1章で代数的構造を扱い、群、環、体の話が続く。



こうした「現代数学」の基本にあった考え方は、

Euclid must go. に見られる考えの背景にあるには、
公理主義、構造主義的な考え、
綜合幾何から代数的、解析幾何的思考、
数学的思考を形式化するための記号論理

であった。

これを如何に小学校から大学までの教育の現場へ入れていくかということが「数
学教育現代化」のメインの柱であった。

工業化社会の名残りを持つ当時においては、
「構造」的思考は数学だけでなく、以下の文献からも分かるように
重要な哲学でもあった。



現代化に影響を与えた構造に関する当時の著書

1968年3月25日 アイヨン著、伊東俊太郎、田島節夫、花崎泉平、荒川幾男、
松崎芳隆、井村順一共訳 「構造主義とは何か」、みすず書房
1980年9月20日 山下正男 「思想の中の数学的構造」現代数学社
1983年9月10日 浅田 彰 「構造と力 記号論を超えて」、勁草書房
19885月20日 橋爪大三郎 「はじめての構造主義」 講談社
1989年9月1日 池田清彦 「構造主義と進化論」 鳴海社
2000年 Stewart Shapiro “Thinking about Mathematics: The Philosophy of 
Mathematics”、2012年1月10日

金子洋之 訳 「数学を哲学する」、筑摩書房、最終章 10章 構造主義



こうした「現代数学的思考」を教育へどのように持ち込もう
としたか、当時の勧告案 Agenda for Actionに掲げられた8つの
勧告 (Recommendations)を見てみよう。

1.Problem Solving must be the Focus of School Mathematicsin the 1980s
問題解決が学校数学の焦点になるべき

2. The Concept of Basic Skills in Mathematics must Encompass More
then Computational Faculty

Basic Skills に従来の計算技能以上の意味を持たせる
3. Mathematics Programs must take Full Advantage of thePowers of
Calculations and Computers at all Grade Levels
数学プログラムは、電卓・コンピュータ活用能力を引き出すべき

4. Stringent Standards of Both Effectiveness and Efficiency must be
Applied to the Teaching of Mathematics
数学の指導に必要な、効果的で効率的なきちんとした基準を設けるべき



5. The Success of Mathematics Programs and Student Learning must be
Evaluated by a wider Range of Measures than Conventional Testing.

数学プログラムと生徒の学習評価は、従来のテスト 以上に幅広い尺度で
評価されるべき。

6. More Mathematics Study must be Required for all Students and a Flexible
Curriculum with a Creater Ranges of Options Should be Designed to
Accommodate the Diverse Needs of the Students Population

多様な生徒達に見合うカルキュラム作りが多くの数学研究に求められている
7. Mathematics Teachers must demand of Themselves and Their Colleagues a

High Level of Professionalism
数学教師には高い専門性が求められる

8. Public Support for Mathematics Instruction must be Raised to a Level
Commensurate with be the Importance of Mathematical Understanding to

Individuals and society. 数学的理解の重要性を個人や社会へ伝えるための
数学教育への公的支援が必要



1 米国におけるSMSGの成立過程

米国におけるSchool Mathematics Study Group（SMSG）
の成立は、米国における数学教育の現代化を進める上で、

また、日本の現代化学習指導要領を成立させる上で大きな役割をもっていた。
SMSGは、

米国数学会（AMS）の2つの会議
1958年2月21日のシカゴ会議と

2月28日のケンブリッジ会議で
作られた。

第2章 「数学教育現代化」は、米国の学校現場にどのように導入されたか



2 SMSGテキストの内容

Mathematics for the Elementary School (幼、第1～6学年)
Introduction to Secondary School Mathematics(第7～第9学年)
Mathematics for High School (第10～12学年)

例 1 First Course in Algebra(全8巻)
例 2 Calculus (全4巻)
例 3 Algorithms, Computation and Mathematics

（Fortran, Algorithm等)
例 4 Supplementary and Enrichment Service

能力のある生徒向け題材
例 5 Texts for Slower Student
例 6 プログラム学習用テキスト、フィルム



例 7 スペイン語版(英語を話せない生徒向け)
例 8 Probability Units (確率教材)
例 9 Mathematics Through Science
例10 New mathematical laboratory

能力のある生徒に数学への橋渡し
例11 Studies in mathematics

教師向け再教育教材
例12 数学教育研究用重要文献リスト
例13  Miscellaneous publicationシリーズ

父母、一般人向け活動紹介



実際にどのような内容が作られたか、

先に挙げたケンブリッジ報告(1963年9月18日)より取り上げる。

全体では、幼稚園～2学年、3学年～6学年、7～12学年あるが、
本論では,時間の関係で幼稚園～小学校の内容のみを挙げる。

参考文献；
1. 前掲 The report of the 1963 Cambridge Conference,

「Goals for School Mathematics」
2. 文教大学教育学研究科ジャーナル JES Vol.4 No.1

町田彰一郎 「数学教育「現代化」再考」、2011.9.20
3. 日本数学教育学会編「数学教育の現代化」P192～205）



Kから第2学年

数と計算

(1) 10のかたまり以外に、3進法、5進法、
(2) 無としての0だけでなく単位元としての0、
(3) 不等号の早期導入 ＜、＞、
(4) 数当てゲームで、推移律を導入、
(5) 早い段階から数直線を導入して負の数、
(6) 基準の0，簡単な分数、
(7) 不等号との関わりで簡単な近傍概念、
(8) ゲームなどで座標を導入し格子点の位置、
(9) □を使った式から逆演算の体験



Kから第2学年

図形
(1)平面図形から立体図形作り（ボール紙などの切り抜き）、
(2)乗積表から面積の加法性へ、
(3)図形の対称性や変換についての体験、
(4)体験的に群の性質に触れる、
(5)コンパス、定規を使った作図、
(6)子供の身の回りにあるものから縮図、拡大図を体験させる



Kから第2学年

論理、集合、関数
(1)順序数、集合数、(2)1対1対応、(3)簡単な関数、
(4)20の扉式のyes、noで答える質問で論理を養う
(5)文章(命題)の真偽

応用（活用）
(1) 量の測定、(2)温度、エレベータ等で分数、負の数を体験、
(3)量関係を不等式で表現、
(4)不等号、有理数でない数、

例√2、a>bならば、a+c>b+cなど、
(5)身の回りの量の見積もり、
(6)植物の生長、気温の変化等を扱ったグラフ



第3学年から第6学年

数と計算
(1)加法、乗法の単位元、交換、結合、分配法則、
(2)符号のついた数の計算、(3)剰余系の計算、体、2✕2の行列、(4)素因数、
互除法、最大公約数、(5)ディオファントス方程式、 (6)正、負の数の指数、
(7)不等式、絶対値、
(8)10進数他、他の基底を持つ数、
(9)教師に依存せず答えの正当性を議論、 (10)簡便算の仕組みの、
(11)電卓の活用、補間法、 (12)近似値、見積り、
(13) 丸め、有効数字、 (14)有理数、無理数、その小数表現、
(15)平方根、 1.41＜√2＜1．42、 (16)有理数の稠密性、
(17)方程式、不等式の関係



第3学年から第6学年

図形
(1)図形の求積、(2)円周率、(3)2次曲線、(4)直線の方程式、(5)極座標、
3次元座標、(6)壁紙模様などから対称性、
(7)相似図形、ベクトル

論理と基礎付け
(1)真偽、ｐ→ｑかつｑ→ｐ、矛盾、
(2)簡単な場面での真理値、
(3)ｐ→(ｑかつｒ)ならばｑ、ｐ→(ｑかつ～ｑ)ならば～ｐ、
(4)簡単な数学的帰納法、(5)数と計算(数系)における公理、
(6)簡単な事例によるアルゴリズムや同値関係による論理的推論、(7)流れ図、
(8)不等号、√2が有理数でない等に使う、
(9)四則計算のアルゴリズム



第3学年から第6学年

集合・論理
(1)集合、関係、関数、離散、連続、
(2)具体的事例による開いた文、真理集合、
(3)間接証明、(4)同型、変換の見方・考え方

関数
(1)直感的な事例による実数の無限列、
(2)210～103などを対数をとって考える、
(3)三角関数

応用
(1)ランダム事象の反復実験、
(2) 大数の法則の実験的試み



こうした提案がされる背景には、NCTMの目的宣言でなされていた
次の文言がある。
「将来必要になったときに、新しい（現代的な）数学が学べるように小さいときか
ら、その基本的な概念なり構造なりを教えておく。」、
さらにそれは、

以下の「Brunerの仮説」で明確にされる。

「どんな教科内容でも、その根底を規定している構造ならば、
その事象の持つ構造とそれを把握する論理の双方に訴えるような形の
何らかの教育方法を使って、
どんな発達段階の子ども達に対しても、
その子供達が捉えられる力の範囲内で教えることが出来る。」



まさに,この考えが 上記のカリキュラム構造の元にある考えと言える。

さらに、この思想がカリキュラム開発として実現されるときに
次の 「らせん型教育課程」(Spiral Curriculum)がある。

ブルーナは1961年度出版の「教育の過程」で以下のように述べている。



「もし、数、量、確率の理解が科学の探究に重要であるというのであれば、
これらの事柄を子どもの思考様式に一致させるようにして、

できるだけ知的性格をそのままに保ち、
また できるだけ速く教え始めなければならない。

それらの題材は後の学年になって、さらに
一度も二度も繰り返し展開されなければならない。

そのようになれば、殆どの子供が、たとえ第１０学年用の生物学の単位をとる
としても、その教科に冷ややかに接する必要があるだろうか。」

(町田；1975年「現代化の曲がり角に立って」より)



このようにして大学の教授を中心として大々的に進められた「現代化」は、
学校現場サイトからの実践上の課題も指摘されるようになった。
代表的なものは、

Morris Kline の
「Why Jonny Can’t Add – The Failure of the New Math」

冒頭の事例に次のような教室のやりとりがある。

似たような事例は、数学者小平邦彦教授が、アメリカ在住の時に当時の
SMSGの教科書で数学を学んでた娘さんの話として、

NewMath批判（ P110～115、1968年）の中で述べている。
(「怠け数学者の記」 岩波現代文庫、2000年8月17日)



教師「どうして、2＋3＝3＋2 なの？」
躊躇なく児童が答える、「両方とも5だから！」

教師；“違う”、「加法には交換法則が成り立つからです。」
では、「9＋2＝11かな？」
児童、「9に1たすと10，それに1たすと11になるから。」

教師、それは違います。正しい答えは、2＝1＋1で、
結合法則を使って、
9＋2＝9＋(1＋1)＝(9＋1)＋1＝10＋1＝11

となるからです。



日本の数学教育界への
米国のSMSG、「現代化」の導入の状況

日本におけるSMSG研究セミナーは
東京で1964年8月25日～29日、
京都で8月31日～9月4日に

Havard大学のE.E.Moise教授,
Williams大学のD.E.Richmond教授を招待して開かれた。

このセミナーの後、
日本において「現代化」への様々な議論、実践、研究が起き、

1968,69,70年 「現代化」学習指導要領が告示された。

第3章 「数学教育現代化」、日本の学校現場で行われた教育





「「現代化」；それに取り組んだ数学者の見識・不見識に学ぶ」より

２０１６年 数学教育学会 夏季研究会（関東エリア）

「現代化」の推進役
秋月康夫教授、高等学校教育課程作成委員会委員長

（正式には当該協力者会議主査）、
彌永昌吉教授、作成委員会 後見役

1950年～60年代初頭 数理科学推進運動を推進．
1963年の数理解析研究所の創設を達成

小平邦彦教授 現代化運動に最も批判的

藤田 宏 東京大学名誉教授、当時数学教育学会会長 講演



河田敬義教授 数学教育・科学教育の現代化(日本科学教育学会発足)に

向けて、より；
河田3原則 (ギリシャの幾何，17-18世紀の微積分，

19世紀末からの公理主義的現代数学）
の良さを妥当な形で中等教育に反映させる。

それに付け加えて、藤田 宏教授は
河田3原則に数理科学を入れて、藤田4原則とする。

米国の現代化の日本版としての「秋月委員会」発足から、河田、藤田両教授
によって始められた数学の専門家と教育現場の教員および文部科学省担当官
からなる「数学教育の会」が発足し、多くの現実的な提案がなされた。



数学教育の現場では、「現代化」の内容を踏まえつつ、学校現場に沿った数

学教育研究への道を探る実践的研究が一部で進められていた。

例えば、
横地清、菊池乙夫著「小・中学校における関数の現代化」1962.10
横地清編「中学校の数学ライブラリー全35巻」、岩崎書店 1978.8

ライブラリーの巻頭言をみると、そこには現代数学の中にある「構造」を現実生
活の中の諸事象との関わりの中で捉えようとする意図が見えてくる

総括的な文献としては、以下の書で諸外国の動向をまとめている。
日本数学教育会編「数学教育現代化」、倍風館、1966.2.15

以下に、現代化指導要領下の小・中学校教科書の事例を一部挙げる。



•小学校
まずは小学校の「現代化教科

書」の内容について例をいくつ
か挙げ考察する。

2023年現在の教科書では6年
で扱っている文字式は、
1978年の現代化の時点では
1年早く5年で学んでいる。

実際の当時の教科書例を挙げ
ると以下のようになる。

5年生上巻 文字式の導入（学校図書）



8章 11章



更に、十進法だけでなく、2進法、5進法の導入が扱
われる。これらの奥に、一般から特殊への構造主義
的な流れがある。

中学校1年 集合
(啓林館)






















